
六
朝

・
唐
代
に
お
け
る
幽
婚
譚

の
登
場
人
物

1

神
婚
譚
と
の
比
較
1

黒

田

眞

美

子

六
朝

・
唐
代
に
お
け
る
鬼
人
交
婚

の
話
は
、
各
種
類
書
や
小
読
集
な
ど
に
數
多

く
收
録
さ
れ
て
い
る
。
論
者
は
、
以
前

『
太
夲
廣
記
』
所
收
の
そ
れ
ら
の
話
を
取

り
上
げ
、
幽
婚
譚
と
は
、
生
前
人
間
で
あ

っ
た
者
が
、
死
後
、
人
間

の
か
た
ち
を

ハ 
り

取

っ
て
出
現
し
、
生
き
て
い
る
人
間
と
契
り
を
交
す
物
語
り
と
定
義
し
た
。
さ
ら

ヘヨ
リ

に
、
話
型
を
次
の
二
種
に
大
別
し
た
。

話
型
I
I
人
間
で
あ
る
男
が
、
幽
鬼
で
あ
る
女
の
世
界

へ
入
っ
て
い
く
話
。

話
型
∬
ー
女
の
幽
鬼
が
、
人
間
の
男
の
日
常
世
界

に
現
わ
れ
る
話
。

體
稿
で
は
、
話
型
1
を
樹
象
に
、
そ
の
構
造
と
特
質
を
考
察
し
た
。
本
論
は
、
舊

稿
で
は
言
及
し
得
な
か

っ
た
皿
の
分
析
も
含
め
て
、
幽
婚
譚
の
登
場
人
物
に
つ
い

ハ 
り

て
考
究
す
る
。
そ
の
際
、
紳
婚
譚
と
穩
さ
れ
る
紳
人
相
戀
物
語
り
と
比
較
し
、
兩

譚
の
相
關
關
係
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
幽
婚
譚
生
成
の

一
端
を
も
明
ら
か

に
し
た
い
。

紳
婚
譚
と
の
關
わ
り

本
章
で
は
、
緒
論
に
代
え
て
、
幽
婚

・
神
婚
兩
譚
の
相
違
と
類
似
性
を
、
1
耳

ハる
り

の
話
型
別
に
、
簡
單
に
提
示
し
た
い
。
な
お
、
以
下
に
引
く
話
は
、
紙
幅
の
都
合

に
よ
り
、
す
ぺ
て
梗
概
で
あ
る
。

ま
ず
、
話
型
1
で
あ
る
が
、
論
者
は
、
舊
稿
に
お
い
て
、
そ
の
内
容
を
次
の
よ

六
朝
唐
代
に
お
け
る
幽
婚
鐔
の
登
場
人
物

う
に
整
理
し
た
。

①
遘
を
歩
い
て
い
る

一
人
の
男
が
、
日
が
暮
れ
て
あ
る
家
に
辿
り
着
く
。
働
そ

こ
に
は
、
未
婚
の
娘
が
住
ん
で
い
る
。
③
宴

(あ
る
い
は
婚
禮
)
の
後
、
床
を
共

に
す
る
。
㈲
夜
明
け
近
く
、
別
れ
の
前
に
、
思
い
出
の
品
を
膾
る
。
⑤
男
は
そ
の

家
を
發
ち
、
顧
み
れ
ば
、
娘
の
家
は
墓
で
あ

っ
た
。ハヨ
リ

舊
稿

に
例
示

し
た

「秦
樹
」
(『太
罕
廣
記
』
謝
!
-
出
甄
異
録
)、
「
長
孫
紹
租
」

(跏
!4
出
玄
怪
録
)
「呉
鮮
」
(弸
!
1
出
法
苑
珠
林
)
は
、
右

の
プ

ロ
ッ
ト
を
多
少
肉

付
け
し
た
だ
け
の
記
逹
で
あ
る
。
他
方
、
よ
り
多
樣
な
描
寫
の
見

ら
れ

る
次

の

「鄭
紹
」
(錨
/
8
出
瀟
湘
録
)
の
よ
う
な
話
も
あ
る
。

ω
商
人

の
鄭
紹
が
旅
行
中
、
突
然
、

一
人
の
青
衣
が
現
わ
れ
、
あ
る
屋
敷

へ
彼

を
招
く
。
②
美
し
い
娘
に
迎
え
ら
れ
、
豪
華
な
部
屋
で
、
娘
の
身
上
と
結
婚
の

意
志
が
語
ら
れ
る
。
③
酒
骰
や
妓
樂
を
樂
し
み
、
夕
方
、
娘
か
ら
求
婚
さ
れ
、

承
諾
す
る
。
㈲
ニ
ケ
月
後
、
鄭
の
切
な
る
訴
え
に
折
れ
て
娘
は
彼
を
見
逶
る
。

㈲
翌
春
、
鄭
が
再
訪
す
る
と
、
屋
敷
の
跡
形
も
無
か
っ
た
。

①
か
ら
㈲
の
骨
子
を
踏
襲
し
な
が
ら
、
こ
こ
に
は
、
先
に
擧
げ
た
三
話
に
は
見
ら

れ
な
い
、
次
の
モ
チ
ー
フ
を
指
摘
し
得
る
。

a
、
男
を
迎
え
、
先
導
す
る
存
在
が
あ
る
。
b
、
娘
の
家
は
、
大
邸
宅
で
、
盛

大
な
宴
會
ボ
催
さ
れ
る
。
c
、
交
情
の
期
間
が
、

一
晩
だ
け
で
な
く
、
長
期
に
な

一

一
九
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っ
て
い
る
。

こ
の
モ
チ
ー
フ
の
有
無
に
よ

っ
て
分
類
し
、

モ
チ
ー
フ
を
缺
い
た
話
群
を
第

一

次
譚
、
モ
チ
ー
フ
を
含
む
話
群
を
第
二
次
譚
と
穩
す
る
。

以
上
の
幽
婚
譚
1
を
入
間
の
男
が
禪
女
の
世
界
に
入

っ
て
い
く
融
婚
譚
1
と
比

ハ
 
リ

ペ
る
た
め
、
次
の
劉
宋
、
劉
義
慶

『
幽
明
録
』
中
の

一
篇
を
擧
げ
る
。

ω
宋
の
時
、
あ
る
男
が
湖
畔
で
眠
り
こ
げ
、
日
漆

暮
れ

て
し

ま
っ
た
。
そ
こ

へ
、

一
人
の
娘
が
、
次
い
で
少
年
が
現
わ
れ
、
男
を
招
待
し
、
あ
る
城
郭

へ
連

れ
て
行
く
。
城
中
の
役
所
ら
し
き
建
物

に

は
、
「河
伯
」
と
記
し
た
旗
が
立

っ

て
い
た
。
②
も
の
も
の
し
い
侍
衛
を
引
き
連
れ
た
河
伯
が
現
わ
れ
、
娘
と
の
縁

組
み
を
申
し
込
む
。
③
男
が
拒
絶
し
な
い
ま
ま
、
美
し
い
娘
と
式
を
擧
げ
、
三

日
間
の
大
宴
會
が
行
わ
れ
る
。
㈲
四
口
目
に
、
河
伯
か
ら
出
立
す
る
よ
う
言
わ

れ
、
娘
か
ら
、
藥
方
三
卷
な
ど
を
膾
ら
れ
る
。
⑤
歸
宅
後
、
出
家
す
る
が
、
母

も
老
い
、
兄
も
沒
し
た
の
で
還
俗
し
た
。

ハ
 
り

有
名
な

「
河
伯
娶
婦
」
の
娘
版
と
も

い
う
べ
き
話
で
あ
る
が
、
幽
婚
譚
1
の
骨
子

①
～
㈲
と
比
べ
る
と
、
㈲
は
⑤

(娘

の
家
は
墓
だ
っ
た
)
と
異
な

っ
て
い
る
も
の

の
、
ほ
か
の
部
分
は
、
同
様
の
展
開
を
す
る
と
い
え
よ
う
。
さ
ら
に
、
第
二
次
譚

の
三
モ
チ
ー
フ
を
有
し
て
い
る
こ
と
は
、
注
目
に
値
す
る
。
管
見
の
限
り
、
禪
婚

らヨ
ソ

譚
1
に
屬
す
る
話
は
、
全
て
a
b
c
の
い
ず
れ
か
の
モ
チ
ー
フ
を
有
し
て
お
り
、

第

一
次
幽
婚
譚
に
相
當
す
る
祚
婚
譚
1
は
、
見
當
ら
な
い
の
で
あ
る
、
し
た
が

っ

て
、
第
二
次
幽
婚
譚
は
、
何
ら
か
の
意
味
で
、
聯
婚
譚
と
關
わ
り
が
あ
る
の
に
獨

し
、
第

一
次
幽
婚
譚
は
、
祚
婚
譚
と

の
相
關
關
係
の
無
い
獨
自

の
話
群
と
い
え
よ

ハむ
り

う
。
醤
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
、
話
型

1
は
、
冥
婚
習
俗
と
同

一
の
死
靈
喪
葬
觀
を

基
盤
と
し
て
お
り
、
習
俗
と
傳
観
風
聞
が
相
互
に
映
發
す
る
中
か
ら
生
ま
れ
た
の

で
あ
る
な
ら
ば
、
第

一
次
幽
婚
譚
は
、
冥
婚
習
俗
と
よ
り
深
い
關
わ
り
が
あ
り
、

帥
婚
譚
の
影
響
を
受
け
て
い
な
い
原
初
の
形
に
近
い
話
群
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

一
二
〇

も

っ
と
も
、
第

一
次
幽
婚
譚
に
相
當
す
る
祚
婚
譚
が
、
散
佚
し
て
し
ま
っ
た
可
能

性
も
否
定
で
き
な
い
。
こ
こ
で
は
、

一
應

の
推
論
を
記
し
、
兩
譚
の
比
較
を
行
う

中
で
、
さ
ら
に
檢
證
し
て
い
き
た
い
。

次
い
で
、
話
型
皿
の
幽
婚
譚
で
あ
る
が
、
1
に
比

べ
て
數
も

多
く
、
既
婚
者

(亡
妻
)
の
幽
鬼
が
登
場
し
た
り
、
再
生
譚
と
稱
す
べ
き
話
群
も
含

ま
れ
、

一
概

に
は
論
じ
得
な
い
。
今
、
便
宜
上
、
概
略
を
、
大
枠
で
示
す
な
ら
ば
、
次
の
よ
う

に
な
ろ
う
。

①
あ
る
男
の
元

へ
、

一
人
の
女
が
現
わ
れ
る
。
②

(宴
や
遊
興
の
後
)
契
り
を

交
す
。
③
別
れ
の
品
を
與
え
、
女
は
去
る
。
㈲
女
の
正
體
が
明
ら
か
に
な
る
。

こ
れ
ら
の
基
本
的
枠
組
み
を
逸
蛻
し
た
話
も
少
く
な
い
が
、
こ
こ
で
は
、
榊
婚

ハ
ぬ
り

譚
と
の
關
蓮
を
見
出
せ
る
次
の
梁
、
呉
均

『續
齊
諧
記
』
中
の
話
を
擧
げ
る
。

ω
東
宮
職
の
王
敬
伯
は
、
休
暇
で
、
會
稽
に
歸
郷
す
る
途
次
、
奚
の
騨
亭
で
船

を
繋
ぐ
。
月
夜
の
下
、
琴
を
奏
で
て
い
る
と
、

一
人
の
下
女
が
現
わ
れ
、
娘

の

來
訪
を
豫
告
す
る
。
娘
が
現
わ
れ
、
宴
の
座
が
設
け
ら
れ
る
。
②
娘
は
、
穃
康

傳
來
と
い
う
曲
を
奏
で
歌
い
、
下
女
も
箜
篌
を
奏
し
た
後
、
床
を
共
に
し
た
。

③
明
け
方
、
娘
は
去
る
が
、
刺
繍
入
り
の
枕
な
ど
を
王
に
贈
り
、
王
は
琴
の
爪

な
ど
で
應
じ
た
。
㈲
翌
日
、
奥
の
縣
令

の
船
か
ら
、
亡
女
の
遺
品
淋
淌
え
、
捜

索
が
王
の
船
に
も
及
び
、
遣
品
が
發
見

さ
れ
る
。
王
は
、
昨
夜
の
經
緯
を
語

り
、
そ
の
言
葉
逋
り
、
娘
の
化
粧
箱
の
中
に
、
琴
の
爪
が
見

つ
か
る
。
縣
令
は
、

王
を
婿
と
認
め
た
。

ω
～
㈲
ま
で
、
先
述

の
枠
組
み
を
踏
襲

し
た
、
典
型
的
話
型
皿
の
幽
婚
譚
で
あ

る
。
銀
波
搖
ら
め
く
江
畔
の
亭
で
、
琴
を
樂
し
む
二
人
の
シ
ル
エ
ッ
ト
が
浮
ぴ
上

が
り
、
鮮
や
か
な
イ
メ
ー
ジ
を
喚
起
す
る
話
で
あ
る
が
、
極
め
て
よ
く
似
た
、
次

ハロ
リ

の
紳
婚
鐔
が
在
る
。

ω
東
宮
扶
持
の
趙
文
昭
は
、
秋
の
月
夜
、
青
溪
洛

い
の
役
所
の
門
に
寄
り
か
か



り
、
歌
を
吟
じ
て
い
た
。

一
人
の
青
衣
が
現
わ
れ
、
近
隣
の
王
徇
書
の
娘
の
來

訪
を
告
げ
、
美
し
い
娘
が
現
わ
れ
る
。
②
所
望
さ
れ
て
趙
は
歌
い
、
娘
は
箜
篌

を
彈
じ
た
後
、
同
衾
し
た
。
僻
明
け
方
、
娘
は
金
の
簪
を
趙
に
贈
り
、
趙
は
銀

'

(
12
)

碗
な
ど
を
酬
い
て
別
れ
た
。
ω
そ

の
後
、
趙
は
外
出
し
、
青
溪
廟
を
逋
り
か
か

り
、
聯
座
の
上
な
ど
に
、
趙
か
娘

に
膾

っ
た
品
を
見

つ
け
た
。
融
女
像
は
、
昨

夜
の
娘
で
あ

っ
た
。

こ
の
話
の
、
水
邊
で
、
音
樂
を
介
し
て
出
會

い
、
契
り
を
交
し
、
明
け
方
、
娘
は

別
れ
の
品
を
與
え
去

っ
て
行
く
骨
子

(①
～
③
)
は
、
正
體

(㈲
)
こ
そ
、
騨
女

と
幽
鬼
と
い
う
違
い
は
あ
れ
、
先
の
王
敬
伯
の
話
と
、
ほ
ぼ
同

一
と
い
え
よ
う
。

人
間
の
男
と
廟
内
の
禪
女
像
と
の
婚
姻
譚
は
、
後
述
の
如
く
、

一
つ
の
話
群
を
形

成
し
て
お
り
、
こ
の
話
も
、
そ
の
一
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
だ
が
、
幽
婚
譚
と
の

關
わ
り
か
ら
み
る
と
、
そ
の
相
似
性
が
際
立
ち
、
話
型
皿
の
典
型
的
兩
譚
の
近
さ

を
、
顯
著
に
認
め
得
る
の
で
あ
る
。

こ
の
近
さ
が
、
話
型
皿
に
お
い
て
普
遍
的
と

い
え
る
か
、
そ
れ
が
、
何
を
意
味
す

る
か
、
さ
ら
に
考
察
し
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
。

二

登

場
人
物
ー

人

間

の
男

幽
婚

・
榊
婚
兩
譚
の
登
場
人
物
は
、
各
話
に
よ
っ
て
、
多
少
の
相
違
は
あ
る
も

の
の
、
次
の
四
種
と
い
え
る
。
e
鬼
女
、
ま
た
は
祕
女
と
契

り
を
交

す
人
間
の

男
。
⇔
鬼
女
、
ま
た
は
祚
女
。
白
そ

の
保
護
者
。
四
男
を
先
導
す
る
、
ま
た
は
女

の
到
來
を
豫
告
す
る
存
在
。
以
下
に
、
⇔
⇔
の
男
女
を
圭
な
鍬
象
に
、
論
を
進
め

る
。ま
ず
、
兩
譚
に
登
場
す
る
、
人
間

の
男
性
で
あ
る
が
、
彼
に
關
す
る
記
述
は
、

概
し
て
、
そ
う
詳
し
く
な
い
。
姓
名
と
貫
籍
の
み
を
記
し
、
甚
だ
し
い
場
合
は
、

そ
れ
す
ら
無
い
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
傾
向
は
、
騨
婚
譚
よ
り
幽
婚
譚
、
話
型
∬
よ

六
朝
唐
代
に
お
け
る
幽
婚
譚
の
登
場
人
物

り
ー
、
唐
代
よ
り
六
朝
時
代
の
話
に
著
し
い
。
年
齡

へ
の
言
及
も
少

い
が
、
「談

お
り

生
」

(『捜
神
記
』
卷
+
六
)
の
四
十
歳
を
例
外
と
し
て
、
二
十
歳
前
後
に
限
ら
れ
て

い
る
。
次
い
で
、
そ
の
瓧
會
的
階
層
、
乃
至
は
境
遏
で
あ
る
が
、
兩
譚
と
も

「縣
尉
」

「
參
軍
」
な
ど
の
下
級
官
吏
が
最
も
多
い
。
こ
れ
は
、
若
年
者
で
あ
る
こ
と
を
意

味
す
る
ほ
か
に
、
幽
鬼
や
紳
女
と
の
婚
姻
と
い
う
、
考
え
よ
う
に
よ
っ
て
は
、
餘

ら
せ
り

り
名
譽
と
も
い
え
な
い
役
柄
に
、
高
級
官
僚
を
當
て
ら
れ
な
い
と
い
う
沚
會
的
理

由
、
こ
う
し
た
異
事
體
驗
が
、
下
級
官
僚
グ
ル
ー
プ
の
中
で
語
ら
れ
た
と
い
う
背

景
な
ど
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
さ
ら
に
、
物
語
り
生
成
過
程
と
の
關
連
で
後
述
す
る

こ
と
に
な
る
が
、
こ
こ
で
は
、
先
を
急
ぐ
。
書
生
や
進
士
受
驗
者
淋
、
そ
れ
に
績

い
て
多
い
が
、
彼
ら
も
官
僚
豫
備
群
と
し
て
、
下
級
官
僚
と
同
類

に
看
做

せ
よ

う
。
次
い
で
、
名
族
の
子
弟
が
多
く
登
場
し
て

い
る
。
こ
の
ほ
か
、
幽
婚
譚
に

は
、
紳
婚
譚
に
無
い
グ

ル
ー
プ

と
し

て
、
縣
令
な
ど
の
地
方
長
官
の
子
息
が
い

る
。
彼
ら
は
、
同
じ
く
、
地
方
長
官
の
娘

(鬼
女
)
の
相
手
と
し
て
登
場
し
て
い

る
の
で
、
次
章
で
述
べ
た
い
。
逆
に
、
鼬
婚
譚
に
の
み
登
場
し
て
い
る
の
は
、
佛

僭
や
道
士
と
い
う
宗
數
關
係
者
、
犯
罪
者
や
逃
亡
者
な
ど
で
あ
り
、
御
婚
譚
の
多

樣
性
を
印
象
づ
け
る
と
と
も
に
、
彼
ら
は
、
後
述
す
る
如
く
、
紳
婚
譚
成
立
と
深

い
關
わ
り
の
あ
る
存
在
で
あ
る
。

次
い
で
注
目
す
べ
き
は
、
い
か
な
る
男
か
と
い
う
容
姿

・
性
格

・
才
能
な
ど
に

つ
い
て
の
形
容
で
あ
る
。
幽
婚
譚
に
見
え
る
敍
述
は
、
參
考

の
た
め
、
『太
夲
廣

記
』
か
ら
圭
な
も
の
を
列
擧
す
れ
ば
、
次
の
逋
り
で
あ
る
。

「美
姿
容
、
善
鼓
琴
」
(跚
/
15
)
「好
學
篤
志
、

専
動
經
籍
」
(謝
!
5
)
「少
美
風

彩
」
(謝
!
5
)、
「清
族
美
才
」
(謝
/
6
)、
「甚
聰
慧
、
有
姿
儀
」
(謝
!
9
)

こ
れ
ら
の
記
載
を
總
合
す
る
と
、
名
門
の
出
で
、
學
問
を
好
み
、
容
貌
才
能
に

惠
ま
れ
た
若
者
像
ボ
、
浮
ん
で
く
る
。
後
の
、
才
子
佳
人
小
読
の
才
子
像
の
素
朴

一
二
一
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な
原
型
を
、
こ
こ
に
見
出
せ
よ
う
。

紳
婚
譚
に
登
場
す
る
男
は
、
衣
に
例
示
す
る
よ
う
に
、
も
う
少
し
具
體
的
な
像

を
結
ん
で
い
る
。
紙
幅
の
都
合
に
よ
り
、
出
典
は
省
く
。

「白
皙
端
正
、
流
俗
沙
門
」
「少
好
學
、
篤
志
無
倦
、
常
慕
幽
閉
、
以
爲
養
性
、

恒
愛
花
種
樹
、
其
江
南
花
木
、
溪
庭
無
不
植
者
」
「爲
人
白
皙
、
有
姿
調
」
「少
爲

勤
苦
、
隱
王
房
山
、
未
嘗
釋
卷
」
「
少
孤
介
好
學
、
有
姿
貌
、

善
清
言
、

習
黄
老

之
道
」
幽
婚
譚
同
様
、
基
本
的
に
は
、
才
子
像
と
い
え
る
が
、
注
目
す
べ
き
は
、
そ
の

宗
教
的
要
素
で
あ
る
。
黄
老

の
道
を
修
め
、
隱
遁
し
て
修
業
に
勵
ん
で
い
る
。
樣

ハお
り

々
な
花
木
を
植
え
育
て
る
姿
は
、
仙
人
の
そ
れ
に
重
な
っ
て
い
く
。
こ
れ
ま
で
の

神
婚
譚
研
究
に
よ
る
と
、
祕
ま
た
は
神
女
と
契
り
を
結
ぶ
人
間
は
、
本
來
巫
覡
で

ハゆ
ヒ

あ

っ
た
と
い
う
考
え
が
、
ほ
ぼ
定
鏡
と
な

っ
て
い
る
。
小
南

一
郎
氏
は
、
巫
覡
的

ハぜ

な
性
格
を
持

っ
て
い
る
小
吏
の
曹
著
と
、
廬
山
府
君
の
娘
の
物
語
り
を
例
に
擧
げ

「
恐
ら
く
は
、
巫
覡
、
特
に
男
の
み
こ
が
、
神
を
我
が
身
に
憑
依
さ
せ
る
た
め
に
、

紳
の
娘
と
擬
制
的
な
夫
婦
關
係
に
な
る
と
い
う
祭
祀
の
方
式
が
基
本
に
あ

っ
て
、

そ
れ
が
崩
れ
て
ゆ
く
遏
程
の
中
で
肺
女
と
巫
覡
的
な
性
格
を
留
め
た
若
者
と
の
交

ハむ
り

渉
の
説
話
が
物
語
り
と
し
て
發
展
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。」
と
推
論
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
後
漢
末
の
瓧
會
變
動
以
後
、

巫
覡
は
、
祭
の
み
の
專
從
者
で
あ
る
こ
と

に
執
着
し
な
く
な
り
、
官
吏
の
世
界

へ
進
出
し
た
と
読
か
れ
る
。
既
邇

の
如
く
、

男
の
肚
會
的
地
位
と
し
て
は
、
下
級
官

吏
が
最
も
多
く
、
そ
の
理
由
を
三
點
擧
げ

た
が
、

こ
こ
で
、
さ
ら
に
、
巫
覡
と

の
關
連
を
も
指
摘
し
得
よ
う
。
だ
が
、
こ
れ

ら
の
男
た
ち
に
は
、
表
面
的
に
は
、
も

は
や
巫
覡
の
姿
は
見
ら
れ
な
い
。
今
、
そ

の
影
を
求
め
て
、
神
婚
譚
を
讀
み
返
す
な
ら
ば
、
痕
跡
と
覺
し
き
例
を
、
次

の
如

く
擧
げ
ら
れ
る
。

ハの
り

宮
川
爾
志

「六
朝
時
代
の
巫
俗
」

に
よ
れ
ば
、
當
時
の
巫
術
は
、
醫
術
と
分
ち

一
二
二

難
く
結
び
つ
い
て
お
り
、
隋
代
に
お
い
て
も
、
巫
者
に
病
氣
を
見
せ
る
こ
と
が
公

け
に
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
觀
點
か
ら
見
る
と
、
騨
婚
譚
中
の
不
自
然
な

記
述

へ
の
疑
問
が
、
氷
解
す
る
。

ハ 

聯
女
杜
蘭
香
に
は
、
數
種
の
流
傳
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
、
張
碩
と
い
う
男
の

下
に
降
臨
す
る
話
で
あ
り
、
『捜
紳
記
』
卷

一
で
は
、
最
後
に
、
付
け
加
え

る
よ

う
に
、
次
の

一
段
落
が
見
え
る
。

蘭
香
降
時
、
碩
問
、
薦
祀
何
如
。
香
日
、
滄
魔
自
可
愈
疾
、
淫
祀
無
盆
。
香
以

藥
爲
清
魔
。

話
の
流
れ
と
は
、
全
く
無
關
係
な
こ
の
記
述
の
唐
突
さ
も
不

自
然

だ
が
、
張
碩

が
、
所
薦
の
効
果
を
尋
ね
、
そ
れ
に
樹
し
て
、
蘭
香
が
、
藥
を
持

ち
出

す
答

克

も
、
不
可
怪
だ
。
だ
が
、
張
碩
に
巫
醫
の
影
を
認
め
れ
ば

こ
の
問
答
も
、
そ
う
不

自
然
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

ま
た
、
河
伯
の
娘
と
結
婚

し
た
男

(『幽
明
録
』
第
二
五
一
條
)
は
、
前
記
の
如

く
、
別
れ
際
、
娘
か
ら
藥
方
三
卷
を
得
、
出
家
後
、
そ
の
書
に
よ
っ
て
醫
療
を
施

し
、
悉
く
神
驗
が
あ

っ
た
と
い
う
。
姓
名
さ
え
不
明
な
こ
の
男
が
、
素
よ
り
何
者

か
剣
然
と
し
な
い
が
、
紳
女
が
、
別
れ
の
品
と
し
て
、
藥
方
を
、
何
故
選
ん
だ
の

か
、
巫
醫
と
し
て
の
男
を
想
起
す
れ
ば
、
そ
う
唐
突
で
は
な
い
。

こ
の
ほ
か
に
、
進
士
張
無
頗
は
、
旅
の
途
中
、
易
者
か
ら
藥
を
も
ら
い
、
旗
を

立
て
て
待

っ
て
い
る
と
、
南
海
神
の
使
者
が
、
娘
の
治
療
を
頼
み
に
や

っ
て
來
る

と
い
う
話

(晩
唐
、
襲
鋸

『傳
奇
』)
が
あ
り
、
こ
の
張
も
、

一
時
的
に
、
巫
醫
を
演

じ
た
と
い
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
巫
醫
は
、
各
地
を
旅
し
な
が
ら
治
療
す
る
こ

と
も
あ
り
、
前
漢
末

の
許
楊
が
、
王
葬
簒
奪
の
混
亂
を
逃
れ
、
姓
名
を
變
じ
、
巫

ハき

醫
と
し
て
、
逃
亡
潛
伏
し
た
例
の
よ
う
に
、
逃
亡
者
に
と

っ
て
、
便
利
な
職
種
で

ハ 

あ

っ
た
。
既
述
の
如
く
、
瀞
婚
譚
に
は
犯
罪
者
や
逃
亡
者
が
登
場
し
て
お
り
、
美

才
の
持
主
と
い
う
像
を
逸
脱
し
た
存
在
と
見
ら
れ
た
が
、
巫
醫

の
靦
點
を
加
え
れ



ば
、
決
し
て
不
自
然
で
は
な
い
。

ま
た
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
廟
内

の
聯
女
と
の
婚
姻
譚
が

一
群
を
成
し
て
い
る

が
、
前
野
直
彬
氏
の
読
か
れ
る
如
く
、
廟
内
の
榊
女
は
、
紳
像
を
持
つ
こ
と
で
、

天
上
の
紳
女
よ
り
遙
か
に
人
間
に
近

い
存
在
で
あ
り
、
そ
の
騨
像
が
動
き
出
し
て

ハセ
リ

人
間
と
接
觸
す
る
こ
と
を
、
容
易
に
空
想
し
得
よ
う
。
そ
し
て
、
廟
内
の
聯
女
に

ハ 

と

っ
て
、
最
も
身
近
に
い
る
男
性
は
、

「廟
巫
」
と
い
う
廟
專
屬
の
巫
覡
で
あ
る
。

巫
覡
自
身
の
空
想
と
し
て
も
、
第
三
者

の
空
想
と
し
て
も
、
動
き
出
し
た
祚
女
の

ハ 
り

戀

の
饗
象
が
、

一
番
身
近
の
巫
覡
か
ら
始
ま
る
の
は
、
順
當
な
こ
と
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

以
上
の
よ
う
に
、
祚
婚
譚
に
お
け

る
巫
覡
の
影
を
追
跡
し
た
。
だ
が
、
そ
れ
は
、

あ
く
ま
で
影
に
過
ぎ
ず
、
巫
覡
は
、
表
舞
蘯
か
ら
淌
え
去

っ
て
い
る
。
次
に
、
そ

の
理
由
を
考
察
し
た
い
。

こ
れ
に
は
、
物
語
り
生
成
過
程
に
お
け
る
、
い
わ
ば
、
内
的
原
因
と
、
肚
會
的

な
外
的
原
因
と
が
考
え
ら
れ
る
。
内
的
原
因
に
つ
い
て
は
、
幽
婚
譚
生
成
と
の
關

連
で
、
後
述
す
る
こ
と
に
し
、
こ
こ
で
は
、
外
的
原
因
に
つ
い
て
述
ぺ
る
。

結
論
か
ら
記
せ
ば
、
そ
れ
は
、
巫
覡

の
瓧
會
的
地
位
の
低
下
で
あ
る
。
田
仲

一

成

『
申
國
巫
系
演
劇
研
究
』
に
よ
れ
ば
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
、
そ
の
地
位
は

低
下
し

て
行
き
、
「特
に
六
朝
以
後
、
雨
乞
い
や
逐
蝗
な
ど
の
郷
村
祭
祀
に
僭
侶

や
道
士
が
進
出
」
し
て
、
巫
師
と
競
合
す
る
よ
う
に
な
る
が
、
道
士
は
、
美
辭
麗

ハ 

句
を
並
べ
、
文
雅
を
逍
求
し
、
巫
師
を
取
り
込
む
形
で
、
勢
力
を
伸
ば
し
た
と
い

う
。
こ
う
し
た
傾
向
は
、
前
漢
末
か
ら
始
ま
り
、
儒
教
の
確
立
に
よ
り
、
巫
俗
は

ハが
り

朝
廷
か
ら
閉
め
出
さ
れ
、
巫
現
は
民
間

に
潛
行
し
、
寄
生
す
る
よ
う
に
な
る
。
魏

晉
以
後
、
魏
の
明
帝
、
西
晉
の
質
皇
后
な
ど
の
櫨
力
者
に
、
時
折
保
護
さ
れ
、
惡

用
さ
れ
て
浮
上
す
る
。
だ
が
、
大
勢
と

し
て
は
、
東
晉
の
頃
ま
で
に
、
巫
術
よ
り

道
術
、
道
術
よ
り
も
經
典
に
依
據
す

る
ト
筮
が
優
越
す
る
と
い
う
三
段
階
の
ビ
ラ

六
朝
唐
代
に
お
け
る
幽
婚
譚
の
登
場
人
物

ミ
ッ
ド
が
形
成
さ
れ
、
巫
覡
は
、
最
下
位
に
居
る
こ
と
を
餘
儀
な
く
さ
れ
る
よ
う

に
な

っ
た

の
で
あ

る
。
東
晉
の
永
昌
元
年

(三
二
二
)
に
病
沒
し
た
巫
師
舒
禮
の

ハ 
ロ

冥
界
訪
問
譚
で
は
、
冥
界
に
お

い
て
も
、
道
人
は
、
「快
樂
不
可
言
」
と
い
う
待

遏
を
受
け
る
の
に
對
し
、
巫
者
は
、
「佞
紳
殺
生
」
の
罪
で
、
鐵
叉
で
刺

さ
れ
、

熱
し
た
鐡
板
で
焼
か
れ
と
い
う
目
に
遭

っ
て
い
る
。
當
時
の
、
巫
者
に
野
す
る
蔑

靦
と
嫌
悪
が
、
如
實
に
伺
わ
れ
る
と
い
え
よ
う
。

以
上
の
よ
う
な
巫
覡
の
甦
會
的
地
位

の
低
下
は
、
名
門
の
出
で
美
才
の
持
主
と

い
う
御
婚
譚
の
男
性
像
に
ふ
さ
わ
し
い
は
ず
が
な
く
、
ま
た
、
話
の
信
憑
性
を
疑

わ
せ
か
ね
な
い
存
在
と
な
り
、
物
語
り
の
中
か
ら
淌
え
ざ
る
を
得
な
く
な

っ
た
の

で
あ
る
。

で
は
、
幽
婚
譚
に
お
け
る
男
性
像
は
、
巫
覡
と
い
か
な
る
關
わ
り
が
あ
ろ
う
か
。

そ
も
そ
も
、
六
朝

・
唐
代
に
お
け
る
巫
覡
の
職
掌
と
し
て
は
、
病
や
出
産
の
ケ

ア
、
災
碣
變
事
の
原
因
追
求
、
占
い
な
ど
の
ほ
か
、
幽
鬼
と
關
蓮
す
る
の
は
見
鬼

や
口
寄
せ
で
あ
る
。
巫
者
は
、
普
通
の
人
間
に
は
見
え
な
い
眼
前
の
幽
鬼
の
姿
を

語

っ
た
り
、
幽
鬼
の
要
望
を
傳
え
た
り
す
る
。
さ
ら
に
、
幽
鬼
が
巫
者
に
馮
依
し

て
、

一
人
稱
で
語
る
ば
か
り
で
な
く
、
巫
者
は
、
幽
鬼
と
會
話
を
交
す
こ
と
も
で

  

き
た
と
い
う
。

ハ 

ま
た
、
漢
の
武
帝
が
、
亡
く
な

っ
た
李
夫
人
を
呼
び
出
さ
せ
た
よ
う
に
、
劉
宋

の
孝
武
帝
も
、
寵
愛
し
た
殷
淑
儀
を
、
巫
者
に
呼
び

出
さ
せ

て

い
る
。
帷
の
中

に
、
生
前
同
様
の
彼
女
の
姿
を
見
て
、
帝
は
驚
喜
す
る
が
、
語
り
か
け
て
も
答
え

ハみ
ロ

ず
、
手
を
取
ろ
う
と
す
る
と
、
淌
え
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。

ゐ 
り

次
の

「
許
至
雍
」
(鵬
!
14
出
靈
異
記
)
も
、
同
樣
の
招
魂
を
、
話
の
軸
に
据
え
た

物
語
り
で
あ
る
。

許
至
雍

の
妻
が
亡
く
な
り
、
悲
歟
に
暮
れ
た
許
は
、
そ
の
夜
も
、
琴
を
撫
し
、

妻
を
偲
ん
で
い
る
と
、
妻
の
聲
が
聞
え

て
き

た
。
「私
匹
會
い
た
い
な
ら
、
趙

一
二
三
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十
四
に
會
い
、
三
貫
六
百
錢
を
惜
し
ま
な
い
よ
う

に
。」
數
年
後
、
許
は
蘇
州

に
行
き
、
男
巫
趙
の
こ
と
を
聞
く
。
早
速
、
趙
を
訪
ね
、
妻
の
招
魂
を
依
頼
す

る
が
、
果
し
て
、
代
價
は
三
貫
六
百
だ

っ
た
。
趙
は
、
良
日
を
選
び
、
酒
脯
を

用
意
し
、
嘯
し
舞
い
、
胡
琴
を
彈
じ
た
。
夜
、
三
更
に
及
ん
で
、
足
音
が
聞
え

る
。
趙
が
、
許
の
妻
に
、
堂
内
に
入

る
よ
う
願

っ
た
。
堂
内
で
、
妻
は
、
許
に

向
い
、
家
族
ら
の
安
否
を
尋
ね
、
許

は
、
冥
界
で
、
佛
敏
の
功
徳
は
あ
る
の
か

問
う
た
。
妻
は
、
「漿
水
粥
」
を
食

べ
た
後
、
趙
に
、
長
居
は
危
險
だ
と

せ
か

さ
れ
て
、
慟
哭
し
な
が
ら
去

っ
て
行

っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
巫
覡
の
招
魂
の
代
價
が
伏
線

と
な

り
、
「殷
淑
儀
」
に
比
し
て
、

格
段
に
物
語
り
的
に
な

っ
て
い
る
。
「
殷
淑
儀
」
で
は

一
言
も
發

し
な
か

っ
た
鬼

女
が
、
夫
と
し
ん
み
り
語
り
合
い
、
別
れ
に
は
、
血
涙
を
流
し
て
慟
哭
し
、
よ
り

實
在
化
が
進
ん
で
い
る
。
そ
し
て
、
巫
覡
が
、
幽
鬼
と
交
流
し
得
る
特
殊
な
人
間

と
し
て
、
物
語
り
の
中
で
、

一
つ
の
役

割
を
演
じ
て
い
る
。
そ
の
交
流
が
、
鬼
女

と
の
契
り

へ
と
深
ま
る
可
能
性
は
あ
る

の
だ
ろ
う
か
。

許
至
雍
と
亡
妻
は
、
契
り
を
結
ぶ
に
至
ら
な
か
っ
た
が
、
家
の
「唐
嘔
」
(識
/
ー

ハ
ぷ
り

出
通
幽
記
)
は
、
亡
妻
と
夫
が
結
ば
れ
る
話
で
あ
る
。

唐
嗄
の
妻
張
氏
は
、
唐
が
、
在
洛
中
、
他
界
す
る
。
數
年
後
、
家
に
戻

っ
た
唐

は
、
悼
亡
詩
を
作
り
、
夜
更
け
、
そ

の
詩
を
吟
じ
て
い
る
と
、
す
す
り
泣
き
の

聲
が
聞
え
、
近
づ

い
て
く
る
。
唐
は
、
所

っ
て

「十
娘
子
(張
氏
)
の
靈
な
ら
、

答
え
て
欲
し
い
」
と
呼
び
か
け
る
と
、
張
氏
は
返
事
を
し
、
唐
が
、
更
に
懇
願

す
る
と
、
妻
が
現
わ
れ
る
。
二
人
は
部
屋
に
入
り
、
唐

の
再
婚
の
話
や
、
道
佛

の
冥
界
問
答
を
し
、
妻
は

「漿
水
粥
」
を
食
べ
る
。
赤
子
で
亡
く
し
た
娘
が
、

五
六
歳
に
成
長
し
た
姿
を
見
せ
た
り
し
た
後
、
唐
は
、
妻
を
抱
擁
す
る
。
生
前

と
變
り
な
か

っ
た
が
、
た
だ
手
足
呼
吸
が
冷
た

い

の
を
覺

え

た
。
以
下
略
。

以
上
の
よ
う
に
、
夜
更
け
、
亡
妻
が
出
現
し
、
宗
暾
問
答
を
行
い
、
妻
が
粥
を
食

一
二
四

ぺ
る
と
こ
ろ
な
ど
、
「許
至
雍
」
と
よ
く
似
た
展
開
が
見

ら
れ

る
。
だ
が
、
許
の

話
の
重
點
か
、
巫
覡
に
よ
る
亡
妻
出
現
で
あ
る
の
に
饗
し
、
唐

の
話
は
、
よ
り
長

篇
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
巫
覡
の
存
在
が
淌
失
し
て

い
る
。
そ

の
代
わ

り

に
、
唐
は
、
悼
亡
詩
を
吟
じ
、
姿
無
き
妻
に

「靦
し
」
て
呼
び
か
け
て
い
る
。
こ

れ
は
、
巫
者
趙
が
、
招
魂
の
際
、
「
呼
囎
舞
拜
」
す
る
姿
の
名
殘
り
で
は
な

い
だ

ろ
う
か
。
で
は
、
な
ぜ
、
巫
覡
は
淌
え
た
の
か
。
そ
れ
は
、
亡
妻
出
現
後
の
話
の

展
開
に
、
支
障
を
き
た
す
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
第
三
者
の
巫
覡
が
い
る
と
、

奇
跡
と
も
い
う
ぺ
き
夫
婦
の
交
歡
を
、
實
現
し
得
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。

以
上
の
招
魂
譚
を
ま
と
め
る
と
、
衣
の
こ
と
が
い
え
る
。
亡
妻
を
慕
う
餘
り
、

そ
の
出
現
を
請
い
願
い
、
姿
だ
け
見
え
る
の
が
第

一
段
階
と
す
れ
ば
、
亡
妻
と
會

話
を
交
す
の
が
第
二
段
階
、
さ
ら
に
、
夜
を
共
に
過
し
、
同
衾
す
る
の
が
第
三
段

階
と
、
話
が
よ
り
刺
激
的
、
非
現
實
的
に
な

っ
て

い
く
。
第

一
殻
階
は
、
「
殷
淑

儀
」
の
よ
う
に
、
史
書
に
記
載
を
許
さ
れ
る
内
容
で
あ
る
が
、
第
二
毅
階
か
ら
物

語
り
化
が
進
行
し
、
第
三
段
階
で
は
、
そ
の
展
開
上
、
邪
魔
な
存
在
で
あ
る
巫
覡

が
排
除
、
ま
た
は
吸
收
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
御
婚
譚
に
お
い
て
も
、
同

樣
に
推
考
さ
れ
、
男
女
の
行
爲
が
記
さ
れ
る
限
り
、
巫
覡
は
稍
失
せ
ざ
る
を
得
な

い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
巫
覡
は
、
既
述
し
た
瓧
會
的
地
位
の
低
下
と
い
う

外
的
原
因
と
と
も
に
、
物
語
り
化
の
進
展
と
い
う
内
的
原
因
も
相
俟

っ
て
、
神
婚

譚
、
幽
婚
譚
の
中
か
ら
、
淌
失
、
あ
る
い
は
吸
收
さ
れ
て
い
っ
た
と
い
え
よ
う
。

前
述
の
如
く
、
幽
婚
譚
に
お
け
る
男
性
の
記
邇
は
少
な
く
、
そ
こ
に
、
巫
覡
の

ハみ
ロ

痕
跡
を
求
め
て
も
、
極
め
て
見
出
し
難
い
ぶ
、
衣
の
與
王
夫
差
の
娘
の
話
は
、
數

少
い
そ
の

一
例
で
あ
る
。

夫
差
の
娘
紫
玉
と
韓
重
は
、
將
來
を
誓

っ
た
仲
だ

っ
た
が
、
韓
の
遊
學
中
、
王

に
結
婚
を
反
封
さ
れ
、
紫
玉
は
、
ふ
さ
ぎ
こ
ん
で
死
ん
で
し
ま
う
。
三
年
後
、

露
郷
し
た
韓
は
、
墓
前
で
泣
き
く
ず
れ
る
。
す
る
と
、
玉
が
現
わ
れ
、
歌
い
な



が
ら
、
韓
を
墓
中
に
誘

っ
た
。
墓
中
で
、
二
人
は
、
酒
宴
を
し
、
三
日
三
晩
、

夫
婦
の
禮
を
盡
し
た
。
以
下
略
。

こ
の
話
に
關
し
て
、
中
鉢
雅
量
氏
は
、

墓
中
で
の
飮
宴
を
、
紳
婚
儀
禮
の
重
要
な

部
分
と
看
倣
し
、
「
一
家

の
息
災
や
子
孫
の
繁
榮
を
所
願
」
す
る

た
め

の
、
墓
地

を
舞
靈
に
し
て
行
な
わ
れ
る
租
先
神

の
祭
祀
儀
禮
と
解
さ
れ
、
韓
を

「本
來
は
巫

タ 

覡
の
徒
」
と
推
論
さ
れ
て
い
る
。

筆
者
も
、
韓
重
巫
覡
読
を
取
る
が
、

墓
中
て
の
飮

宴
を
含

め

た

一
連
の
事
象

を
、

一
家
繁
榮
を
所
願
す
る
紳
婚
儀
禮

に
歸
す

る

の
は
、
首
肯
し
難
い
。
こ
れ

は
、
冥
婚
召
俗
と
の
關
蓮
で
捉
え
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
時
代
は
や
や
降

 
り

る
が
、
宋
の
康
與
之

『
昨
夢
録
』
は
、
冥
婚
の
次
第
を
次
の
如
く
詑
す
。

北
の
習
俗
て
は
、
未
婚
の
夭
折
者

の
子
女
を
出
し
た
家

は
、
「鬼
媒
人
」
と
稱

す
る
者
に
よ
っ
て
、
良
縁
を
ト
し
た
後
、
冥
衣
で
正
裝
さ
せ
る
と
、
男
の
墓
に

行

っ
て
酒
果
を
備
え
、
冥
婚
祭
禮
を
行
う
。
兩
家
は
、
鬼
媒
人
に
幤
帛
の
報
酬

を
與
え
る
。

こ
の

「
鬼
媒
人
」
が
、
親
族
知
友
で
は
な
く
、
職
業
的
存
在
で
あ

っ
た
こ
と
が
伺

わ
れ
、
櫻
井
徳
太
郎
氏
は
、
「民
間
の
死
靈
を
管
轄
す
る
巫
覡
と

の
類
似
を
連
想

ハ
む
ロ

し
な
い
わ
け
に
行
か
な
い
」
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
竹
田
且
氏
は
、
日
中
韓
の
死
靈

結
婚
を
比
較
踰
考
さ
れ
、
こ
の
鬼
媒
人
を
、
職
業
的
シ
ャ
ー
マ
ソ
と
斷
定
さ
れ
て

へ 

い
る
。
そ
の
蓋
然
性
は
極
め
て
高
く
、

紫
玉
の
話
に
則
し
て
い
え
ば
、
紫
玉
の
墓

前
で

「
具
牲
幤
」
弔
い
、
玉
の
魂
を
誘

っ
た
韓
重
の
中
に
、
巫
覡
の
役
割
を
見
出

し
得
る
。
そ
し
て
、
二
人
の
墓
中
で
の
酒
宴
は
、
冥
婚
に
お
け
る
墓
前
で
の
合
葬

祭
禮
を
意
味
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

ハ 
り

そ
も
そ
も
、
紫
玉
の
故
事
は
、
そ

の
淵
源
を

『呉
越
春
秋
』
な
ど
に
見
え
る
、

臭
王
の
娘
の
、
父
と
の
確
執
に
よ
る
自
殺
に
求
め
ら
れ

る
。
こ
の
傳
聞
に
、
「門

當
戸
樹
」
を
婚
姻
の
絶
獨
條
件
と
す
る
舊
中
國
瓧
會
の
ど
の
時
代
、
ど
の
地
域
に

六
朝
唐
代
に
お
け
る
幽
婿
鐔
の
登
場
人
物

も
起
り
得
た
結
婚
悲
劇
が
假
託
さ
れ
て
、
物
語
り
と
な

っ
た
の
が

「韓
重
」
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
墓
中
で
の
宴
會
婚
禮
が
、
山
や
森
の
中
の
豪
邸
で
の
そ
れ
に
代
わ

り
、
結
末
で
、
墓
中
の
出
來
事
で
あ

っ
た
と
明
か
さ
れ
る
の
が
、
幽
婚
譚
1
の
話

群
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
話
型
1
は
、
第

一
章
で
推
論
し
た
よ
う
に
、
や
は
り
、
冥

婚
習
俗
と
の
關
わ
り
を
指
摘
で
き
、
そ
れ
を
擧
行
す
る
巫
覡
が
、
物
語
り
化
の
過

程
で
、
婿
役
の
男
性
に
取
り
込
ま
れ
て
い
っ
た
と
い
え
よ
う
。

三

登
場
人
物
-
鬼
女
と
誅
女

本
章
で
は
、
兩
譚
に
登
場
す
る
女
性
に
つ
い
て
考
察
す
る
が
、
ま
ず
、
具
體
的

な
こ
と
と
し
て
、
年
齢
か
ら
始
め
る
。

幽
婚
譚
に
お
け
る
鬼
女
の
年
齢
は
、
十
二
歳
か
ら
二
十
歳
餘
り
に
な
っ
て
い
る

が
、
紳
婚
譚
で
は
、
全
く
觸
れ
な
い
か
、
た
だ

「笄
年
」
と
記
さ
れ
る
に
過
ぎ
な

い
。
こ
れ
は
、
「成
公
知
瓊
」
(『捜
脚
記
』
卷
一
)
の
よ
う
に
、
「
自
言
年
七
十
、
覗

之
如
十
五
六
女
」
で
あ
り
、
祕
女
は
時
間
を
超
越
し
た
存
在
で
、
實
年
齢
は
不
明

だ
が
、
外
貌
は
、
笄
年
の
よ
う
に
見
え
る
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。

次
い
で
、
女
性
の
出
自
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
以
下
の
如
く
、
話
型
別
に
ま
と

め
ら
れ
る
。

幽
婚
譚
1
の
う
ち
、
第

一
次
譚
に
登
場
す
る
娘
は
、
氏
素
姓
不
明
で
あ
り
、
第

二
次
譚
で
は
、
み
な
富
貴
の
家
系
に
屬
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
第
二
衣
譚
モ
チ
ー

フ
の

一
つ
で
あ
る
山
中
の
豪
邸
を
構
え
る
に
は
、
そ
れ
相
應
の
富
貴
の
顯
族
で
あ

る
ぺ
き
設
定
に
な

っ
て
い
る
。
話
型
皿
で
最
多
を
占
め
る
の
は
、
地
方
長
官

(縣

令
、
郡
太
守
)
の
娘
、
ま
た
は
妻
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
父
や
夫
の
赴
任
先
、
あ
る

い
は
赴
任
途
中
で
亡
く
な
り
、
郷
里
で
の
本
葬
を
す
る
ま
で
の
、
偃
葬
状
態
に
在

る
女
性
が
、
鬼
女
と
し
て
現
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
話
で
、
早
い
も
の
で
は
、
建
安

年
間
、
妻
を
亡
く
し
た
河
間
の
太
守
が
、
黄
巾
の
亂
の
た
め
に
、
妻
の
屍
を
、
園

一
二
五
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庭
に
埋
め
た
ま
ま
逃
げ
て
し
ま
う
こ
と

を
發
端
と
す
る
物
語
り
が
あ
る
。

晋
代
の
話
と
し
て
は
、
「
徐
玄
方
女
」
「李
仲
文
女
」
(『捜
禪
後
記
』
卷
四
)
の
二

篇
で
、
と
も
に
再
生
譚
で
あ
る
。
廣
州
太
守
徐
の
娘
は
、
後
任
太
守
の
息
子
と
契

り
を
結
ん
で
再
生
す
る
が
、
武
都
太
守
李
の
娘
は
、
同
じ
く
後
任
太
守
の
息
子
と

共
に
暮
し
、
あ
と

一
歩
の
と
こ
ろ
で
、
再
生
に
失
敗
す
る
。
挨
拶
に
遣
わ
さ
れ
た

李
家
の
下
女
が
、
娘
の
履
を
發
見
し
、
不
審
を
抱
い
た
親
が
、
棺
を
開
け
調
ぺ
た

の
で
あ
る
。
娘
の
姿
形
は
、
生
前
そ

の
ま
ま
に
復
し
て
い
た
が
、
生
き
返
る
ま
で

に
は
至

っ
て
い
な
か

っ
た
と
い
う
。

ハむ
り

こ
れ
ら
の
再
生
譚
は
、
唐
代
以
降
、

い
ず
れ
も
成
功
譚
と
し
て
成
立
し
、
棺
を

開
け
た
後
の
、
具
體
的
で
詳
細
な
所
作

に
、
話
の
重
點
が
移

っ
て
い
く
。
宋
代

の

ハ
ゆ
り

次
の
話
も
、
そ
の
種
の
再
生
成
功
譚

で
あ
る
。

佛
寺
に
寓
居
し
て
い
た
士
人
の
部
屋

に
、

一
人

の
娘
が
現

わ
れ
、
契
り

を
結

ぶ
。
夜
毎
、
訪
れ
る
が
素
姓
を
明

か
さ
な
い
。

一
ヶ
月
後
、
士
人
が
詰
問
す
る

と
、
「
私
は
、
實
は
、
人
間
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
幽
鬼
で
も
あ
り

ま

せ

ん
.」
と
答
え
た
。
父
の
官
舎
で
亡

く

な
り
、
士
人
の
部
屋
の
隣
に
假
葬
さ
れ

た
身
上
を
話
し
て
か
ら
、
今
、
再
生

で
き
た
と
告
げ
る
。
以
下
略
。

そ
の
後
、
二
子
ま
で
儲
け
る
と
い
う
成
功
譚
で
あ
る
が
、
注
目
す
べ
き
は
、
右
の

自
己
認
識
で
あ
る
。
管
見
の
限
り
、
六
朝

・
唐
代

の
幽
婚
譚
に
は
、
こ
の
よ
う
な

ハ 
ソ

言
は
見
ら
れ

な

い
。
「君
是
生
人
、
我
鬼
也
」
「我
非
人
、
鬼
耳
」
(謝
!
9
)
と
い

ハぜ

う
の
が
通
例
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
鬼
と
は
、
先
學
出
石
誠
氏
の

「鬼
紳
考
」
に

あ
る
よ
う
に
、
そ
の
原
義
は

「死
者
或

い
は
そ
の
靈
」
を
意
味
し
、
現
實
に
死
者

で
あ
る
娘
が

「
我
鬼
也
」
と
告
げ
る

の
は
、
要
當
で
あ
る
。
だ
が
、
宋
代
に
入
っ

て
、
「
非
鬼
也
」
と
い
う
認
識
が
語
ら
れ
る
。
ζ
れ
は
、
鬼
で
あ

る
な

ら
、
此
界

と
永
訣
し
て
他
界
に
行

っ
た
は
ず
で
あ
り
、
此
界
に
出
現
す
る
以
上
、
鬼
と
は
い

え
な
い
と
い
う
合
理
性
に
基
く
も
の
で
あ
ろ
う
。
假
葬
状
態
に
在
る
娘

の
、
此
界

一
二
六

他
界
、
い
ず
れ
に
も
屬
し
得
な
い
不
安
定
な
伏
况
を
、
言
葉
と
し
て
明
確
に
表
現

ハま

し
た
の
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
女
性
は
、
話
型
1
の
娘
が
、
「寄
埋
」
と
い
う
假
葬

腴
態
に
在
る
こ
と
と
、
構
造
的
に
樹
應
し
、
と
も
に
、
い
ま
だ

「鬼
」
と
し
て
靈

魂
の
歸
す
べ
き
他
界
に
行
け
ず
、
「
非
人
非
鬼
」
と
し
て
、
此
界
と
往
來
可
能
な

異
界
に
居
る
の
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
幽
婚
譚
は
、
そ
う
し
た
状
況

へ
の
、

深
い
憐
愍
の
情
が
觸
媒
と
な
っ
て
現
出
さ
れ
た
、
悲
劇
的
幻
想
と
も
い
え
よ
う
。

そ
し
て
、
「非
人
非
鬼
」
と
い
う
不
確
定
の
間
隙
こ
そ
、
後
遞
す
る
如

く
、
さ
ら

な
る
幻
想
を
生
ぜ
し
め
る
可
能
性
を
胚
胎
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

以
上
の
よ
う
に
、
娘
の
出
自
は
、
話
型
別
に
、
明
確
に
分
類
で
き
た
。
話
型
1

の
第

一
次
譚
ー
氏
素
姓
不
明
、
第
二
次
譚
ー
富
貴
の
顯
族
の
出
、
話
型
∬
ー
地
方

官
僚
の
娘
と
い
う
こ
の
分
類
は
、
話
が
よ
り
合
理
的
、
親
明
的
に
な

っ
て
い
く
過

程
で
あ
り
、
幽
婚
譚
生
成
過
程
を
物
語
る

一
鐙
と
い
え
よ
う
。

次
に
、
神
女
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
前
述
の
如
く
、
祕
女
は
、
廟
中
の
像
や
泥

塑
が

一
群
を
成
し
て
い
る
。
彼
女
ら
は
、
お
お
む
ね
廟
主
で
あ
る
男
紳
の
付
屬
的

ハ 

存
在
で
あ
る
。
こ
う
し
た
階
級

(聖
性
)
の
低
い
融
女
が
、
具
體
的
形
態
を
持

つ

こ
と
で
、
人
々
の
室
想
を
刺
激
し
、
身
近
の
廟
巫
な
ど
を
野
象
と
し
た
戀
物
語
り

が
成
立
流
布
し
て
い
っ
た
と
い
う
推
論
を
、
す
で
に
逃
べ
た
。
こ
の
ほ
か
に
、
清

溪
姑
、
張
女
郎

(謝
!
8
)
少
姨

(謝
!
7
)
な
ど
は
、
廟
主
と
し
て
の
神
女
で
あ
る

淋
、
最
も
有
名
な
の
は
、
巫
山
の
聯
女
で
あ
ろ
う
。
彼
女
は
、
南
齊
、
「
蕭
總
」

へぜ

(蹴
/
4
出
八
朝
窮
怪
録
)
の
相
手
と
し
て
登
場
す
る
。
蕭
總
は
、
あ
る
春
の
宥
、
林

の
中
で
、
花
を
手
に
し
た
娘
に
出
會

い
、
豪
壯
な
屋
敷
に
招
か
れ
て

一
夜
を
共
に

す
る
が
、
翌
朝
、
山
を
下
り
て
ふ
り
返
る
と
、
巫
山
の
神
女
廟
だ

っ
た
と
い
う
。

典
型
的
祕
婚
譚
1
で
あ
る
が
、
こ
の
神
女
を
め
ぐ
る
幾

つ
か
の
傳
承
が
あ
る
。
六
ま
り

朝

・
唐
代
に
お
い
て
は
、
み
な
赤
帝

(炎
帝
、
紳
農
氏
)
の
娘
で
、
夭
折
し
た
と

記
さ
れ
る
。
次
に
、
そ
の

一
例
を
擧
げ
よ
う
。



ハ
 
ロ

赤
帝
女
日
姚
姫
、
未
行
而
卒
、
葬
於
巫
山
之
陽
、
故
目
巫

山
之

女
。
(『
文
選
』

卷
十
九
、
「高
唐
賊
」
李
善
注
引

『嚢
陽
耆
舊
傳
』)

こ
の
記
述
か
ら
、
巫
山
の
紳
女
は
、
本
來
は
、
未
婚
の
ま
ま
夭
折
し
た
娘
で
あ

っ

た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
小
南

一
郎

氏
は
、
降
臨
譚
の
代
表
的
瀞
女
で
あ
る
杜

蘭
香
と
成
公
智
瓊

の
二
人
が
、
地
上
に
本
貫
を
持

っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
二

人
は

「も
と
を
た
だ
せ
ば
若
死
に
し
た
女
性
た
ち
の
死
靈
」
で
あ
る
と
説
か
れ
て

い
る
。
こ
う
し
た
娘
た
ち
が
、
冥
府

の
女
王
、
西
王
母
の
下

に
集
め
ら
れ
、
そ
の

養
育

の
下
、
禪
女
と
し
て
育
ち
、
西
王
母
の
命
令
で
、
現
世

の
男
性
の
も
と
に
配

への
ヒ

さ
れ
た
と
論
じ
ら
れ
る
。
こ
の
解
釋

は
、
幽
婚
譚
と
神
婚
譚

の
類
似
性
と
接
點
を

考
え
る
上
で
、
極
め
て
示
唆
に
富
ん
で
い
る
。
た
だ
、
拙
論
で
は
、
西
王
母
に
重

點
を
置
く

の
で
は
な
く
、
(階
級
の
低

い
)
紳
女
は
、
夭
折
し
た
女
性
と
い
う
意

味

で
、
鬼
女
と
本
來
同

一
の
存
在
で
あ

る
こ
と
を
靦
點
と
し
て
、
兩
譚
の
關
わ
り

を
探
り
た
い
。

ハロ
リ

現
行
本

『捜
祚
後
記
』
卷
五
に
、
次

の
興
味
深
い
話
が
あ
る
。

義
興

(江
蘇
省
宜
興
)
の
人
、
周
が
、
都
か
ら
村
に
行
く
途
中
、
日
が
暮
れ
た
。

出
來
た
ば
か
り
の
藁
小
屋
か
ら
、
美

し
い
娘

が
出

て
來

て

「日
も
暮
れ
ま
し

た
。
臨
賀

(廣
西
省
賀
縣
)
の
方
、
村

ま
で
行
か
れ
る
の
は
無
理
で
し

ょ
う
」
と

言

っ
た
の
で
、
周
は
宿
を
願

っ
た
。
娘
は
、
周
の
た
め
に
料
理
を
し
た
が
、
外

か
ら

「
お
役
人
が
雷
車
を
推
す
よ
う

お
呼
び
だ
よ
」
と
聲
が
し
、
家
を
出
て
行

っ
た
。
夜
、
激
し
い
雷
雨
が
降
り
、
明
け
方
、
娘
は
戻

っ
て
來
た
。
周
は
、
馬

に
乘
り
、
宿
泊
し
た
所
を
見
る
と
、
新
し
い
墓
が
あ
る
ば
か
り
だ

っ
た
。
五
年

後
、
周
は
、
臨
賀
の
太
守
と
な

っ
た
。

こ
の
話
は
、
同
衾
の
モ
チ
ー
フ
を
缺

い
て
い
る
が
、
枠
組
み
は
、
第

一
次
幽
婚
譚

そ
の
も

の
で
、
娘
の
正
體
は
、
紛
れ
も
な
く
、
死
後
、
間
も
な
い
幽
鬼
で
あ
る
。

そ
れ
と
同
時
に
、
雷
禪
の
手
傳
い
を
し
、
周
の
將
來
を
豫
言
す
る
と
い
う
、
聯
女

六
朝
唐
代
に
お
け
る
幽
婚
鐔
の
登
楊
人
物

的
要
素
を
も
看
取
し
得
る
。
鬼
女
と
聯
女
の
二
重
性
が
伺
わ
れ
る
興
味
深
い
一
例

で
あ
る
。
ま
た
、
冥
婚
習
俗
に
最
も
近
い
第

一
次
幽
婚
鐔
に
、
榊
女
的
要
素
が
加

わ
り
、
變
容
す
る
過
渡
期
の
相
を
表
わ
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

時
代
は
や
や
降
る
が
、
五
代
晋
、
何
光
遉

『鑑
誠
録
』
中
、
冥
婚
を
め
ぐ
る
次

ハ 

の
記
述
が
見
え
る
。

蜀
の
曹
な
る
男
か
、
李
冰
相
公
廟
に
詣
で
、
廟
中
の
神
女
の
塑
豫
を
指
さ
し
、

「
願
わ
く
ば
、
あ
な
た
と
冥
婚
を
擧
げ

た

い
、
私
は
、
生
涯
、
獨
身
を
逋
し
ま

す
。」
と
言

っ
た
。
巫
者
が
占
い
、
二
十
年
後
の
婚
姻
を
傳

え

た
。
そ
の
後
、

曹
は
、
誓
い
通
り
、
獨
身
を
貫
い
た
。
二
十
年
後
、
曹
は
、
そ
の
期
を
悟
り
、

沐
浴
し
て
待

っ
て
い
た
が
、
二
更
頃
、
迎
え
の
車
か
來
て
、
去

っ
た
。
翌
朝
、

隣
人
が
訪
ね
る
と
、
曹
は
、
す
で
に
、
絶
命
寸
前
だ

っ
た
。

こ
の
話
は
、
男
瀞
廟
中
の
紳
女
鰾
と
の
婚
姻
譚
で
あ
る
が
、
そ
れ
を

「冥
婚
」
と

穩
し
て
い
る
。
舊
稿
に
例
示
し
た
如
く
、
後
漢
か
ら
唐
宋
に
お
い
て

「冥
婚
」
と

ハ
ほ
り

は
、
夭
折
し
た
男
女
の
合
葬
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
曹
は
、

己
の
死
を
覺
悟
し
、
御
女
を
鬼
女
と
看
做
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
に
も
、

神
女
と
鬼
女
の
二
重
性
が
伺

わ
れ

よ
う
。
ま
た
、
こ
の
婚
姻
は
、
男
の
死
を
經

て
、
初
め
て
行
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
男
の
死
と
い
う
結
末
を
迎
え
る
話
が
、

ハ 

數
例
、
認
め
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
清
溪
廟
に
詣
で
た
佛
僣
竺
曇
逖
は
、
夢
中
、
聯

女
が
迎
え
に
來
て
か
ら
、

一
ヶ
月
後
に
亡
く
な

っ
て
い
る
。
(『捜
紳
後
記
』
卷
五
)。

こ
れ
も
、
紳
女
の
世
界
か
、
死
の
世
界
で
も
あ
る
こ
と
を
物
語

っ
て
い
よ
う
。
そ

し
て
、
幽
婚
譚
に
お
い
て
も
、
唐
代
に
入
る
と
、
同
じ
く
結
末
に
男
の
死
を
記
す

ハ
お
り
話
が
、
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
例
え
ば
、
「鄭
徳
懋
鬼
婚
」
(唐
、
張
讀

『宣
室

志
』
卷
十
)
は
、

a
b
C
の
三
モ
チ
!
フ
を
含
む
、
典
型
的
第
二
次
幽
婚
譚

(1
)

で
あ
る
が
、
別
れ
際
、
鄭
徳
懋
は
、
三
年
後
に
迎
え
に
行
く
と
言
わ
れ
、
果
し
て

期
冐
通
り
、
迎
え
が
來
て
、
急
死
し
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
幽
婚
譚
と
聯
婚

一
二
七
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譚
の
接
點
と
し
て
、
死
と
い
う
概
念
が
、
よ
り
鮮
明
に
浮
上
し
て
く
る
。

 
り

こ
の
ほ
か
に
、
紳
女
の
屬
性
と
い
う
べ
き

「
異
香
」
が
、
鬼
女
の
周
り
に
も
漂

っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。

聯
婚
譚
に
お
い
て
は
、
禪
女
が
、
天
空
か
ら
降
臨
し
て
く
る
前
觸
れ
と
し
て
漂

っ
て
く
る
場
合
の
み
な
ら
ず
、
邸
宅
の
奥
深
く
、
娘

の
居
る
小
殿
に
も
、
滿
ち
溢

ホ
リ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
紳
婚
譚
に
限
ら
ず
、
騨
女
ま
た
は
仙
女
が
登
場
す
る
話
に
、

か
な
り
の
頻
度
で
認
め
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
山
中
、
異
香
に
導
か
れ
て
仙
界
に
辿

ハ 

り
着
く
、
蓬
珠
と
い
う
男
の
話
で
は
、
異
香
が
、
祚
女
た
ち
の
存
在

を
明

示
す

る
。
ま
た
、
後
漢
の
張
道
陵
の
孫
娘
は
、
死
後
、
十
ケ
月
た

っ
て
も
、
そ
の
殯
室

に
は
、
異
香
が
漂
い
、
埋
葬
し
て
百
日
後
大
風
雷
雨
に
、
棺
の
蓋
が
吹
き
飛
ば
さ

れ
た
が
、
中
は
、
空
だ

っ
た
と
い
う

(60
!
8
出
傳
仙
録
)。
こ
の
異
香
は
彼
女
の
死

が
尋
常
で
は
な
く
、
得
道
し
て
仙
化

し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
異
香
と
は
、
瀞
女

の
存
在
を
明
示
す
る
屬
性
の

一
と
看
做
し

得
る
が
、
そ
れ
が
、
幽
婚
譚
中
の
鬼
女

に
も
漂

っ
て
い
る
。

天
寶
年
間
、
隴
西
の
李
陶
は
、
就
寢
中
、
搖
り
動
か
さ
れ
て
起
き
て
み
る
と
、

一
人
の
下
女
が
居
り
、
娘
の
訪
れ
を
告
げ
た
。
や
が
て
、
異
香
が
馥
郁
と
し
て

漂
い
、
西
北
の
壁
の
隅
か
ら
、

一
人
の
美
女
が
、
現
わ
れ
た
。
以
下
略

(糊
!
8

出
廣
異
記
)

そ
の
後
、
女
は
李

の
妻
に
な
り
、
彼

の
病
い
を
救

っ
た
後
、
自
ら
身
を
引
く
と
い

う
話

で
あ
る
。
『鶯
鶯
傳
』
を
想
起
さ
せ
る
出
會
い
の
場
面
に
、
女
の
出
現
の
前

兆
と
し
て
、
異
香
が
漂

っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

ハロ
ロ

右
の
例
話
以
外

の
幽
婚
譚
に
も
、
異
香
が
見
え
る
が
、

い
ず
れ
も
、
話
型
皿
に

屬
す
る
話
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
本
來
、
祚
女
の
屬
性
で
あ

っ
た
異
香
淋
話
型

皿
の
鬼
女
に
混
入
し
た
形
跡
と
い
え
よ
う
。
郎
ち
、

こ
こ
で
も
、
話
型
皿
の
兩
譚

の
近
さ
を
確
認
し
得
る
の
で
あ
る
。

=

一八

そ
も
そ
も
、
香
り
と
は
、
蘭
や
菊
な
ど
の
花
の
香
り
を
も
含
め
て
、
美
徳
や
美

才
、
美
人
の
形
容
と
し
て
用
い
ら
れ
て
き
た
。
そ
こ
に

「
異
」
を
加
え
て
紳
秘
性

を
も
付
與
し
、
「異
香
」
が
成
立
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
鬼
女
を
美
化
し
、
騨
秘
化

す
る
志
向
の
果
て
に
、
神
女
の
姿
が
浮
ぴ
あ
が

っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
そ
の
美
が
、
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
述
ぺ
た
い
。

鬼
女
、
祚
女
と
も
に
、
何
ら
か
の
表
現
で
、
そ
の
美
に
言
及
さ
れ
て
い
る
が
、

總
じ
て
簡
潔
で

「容
色
婉
麗
」
「姿
容
婉
媚
」
な
ど
の
四
字
句
か
ら
、
長
く
て

「姿

顔
服
飾
、
天
下
無
雙
」
「天
姿
奇
偉
、
靈
顔
妹
螢
」
な
ど

の
八
字
句
に
終
始
し
て

い
る
。
た
だ
、
神
婚
譚
は
、
唐
代
に
入

っ
て
、
そ
の
美
に
委
曲
を
盡
す
數
篇
が
見

ら
れ
る
。

ハロ
リ

例
え
ば
、
太
原
の
郭
翰
の
相
手
は
、
織
女
星
で
、
盛
夏
の
月
夜
、
天
空
か
ら
降

り
て
來
た
娘
は
、
「
赤
味
を
帶
び
た
黒
い
絹
の
衣
を
着
、
ま
白
い
う
す
絹

の
も

す

そ
を
引
き
、
翡
翠
の
髮
飾
り
の
つ
い
た
鳳
凰
の
冠
を
つ
け
、
玉
を
散
り
ば
め
た
、

ハれ
ソ

天
子
に
の
み
許
さ
れ
る
九
種
の
紋
樣
の
あ
る
履
を
は
い
た
」
莊
巌
華
麗
な
姿
で
あ

る
。
祚
女
の
着
衣
が
詳
述
さ
れ
、
具
體
的
イ
メ
ー
ジ
が
浮
び
上
が
る
。

「
汝
陰
人
」
(鋤
!
1
出
廣
異
記
)
許

な

る
男
の
相
手
、
王
女
郎
は
、
岳
瀞
嵩
君
配

下
の
將
軍
の
娘
で
あ
る
淋
、
許
の
部
屋
に
現

わ
れ

る
時

に
は

「光
香
滿
路
ー
中

略
-
艶
麗
無
雙
、
著
青
袿
禰
、
珠
翠
瑞
錆
」
と
、
光
輝
き
、
芳
香
が
滿
ち
溢
れ
る

な
か
、
青
色
の
う
ち
か
け
を
は
お
り
、
朱
や
緑
に
彩
ら
れ
た
あ
で
や
か
な
姿
を
見

せ
る
。
宴
の
場
面
で
は
、
「詞
韻
清
媚
、
非
所
聞
見
」
「清
聲
哀
暢
、
容
態
蕩
越
、

殆
不
自
持
」
と
、
清
ら
か
な
美
聲
と
、
觸
れ
な
ば
落
ち
ん
樣
が
、
活
寫
さ
れ
る
。

ま
た
、
同
衾
の
場
面
で
は

「豊
肌
弱
骨
、
柔
滑
如
飴
」
と
い
う
官
能
的
衷
現
が
見

え
る
。
各
場
面
に
應
じ
て
、
讀
者

の
嗅
覺
か
ら
靦
覺
、
觸
覺
ま
で
刺
激
す
る
描
寫

は
、
幽
婚
鐔
に
は
見
出
せ
な
い
。

さ
ら
に
、
晩
唐
に
な
る
と

「斐
航
」
と
い
う
秀
才
が
藍
橋
の
袂
で
出
會
う
娘
雲



英

の
美
し
さ
は
、
「
し
っ
と
り
と
露
に
潤
う
美
玉

の
よ
う
、
春
の
光
に
輝
く
融
け

始
め
た
雪
の
よ
う
」
と
、
ま
ず
、
そ

の
印
象
が
遞
べ
ら
れ

る
。
「顔
は
な
め
ら
か

な
玉
と
見
ま
ご
う
ば

か
り
、
鬢
は
雲

の
如
く
豊
か
に
黒
い
」
と
形
容
し
、
「見
つ

め
ら
れ
る
と
愛
ら
し
く
顏
を
覆
い
、
身
を
隱
そ
う
と
恥
ず
か
し
氣

に
科
を

つ
く

る
、
奥
深
い
谷
に
、
ひ

っ
そ
り
と
あ
で
や
か
に
険
く
紅
蘭

と
て
、
そ

の
芳

わ
し

へに
り

さ
、
麗
わ
し
さ
に
か
な
わ
な
い
」
と
描
寫
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
比
喩
や
比
較
を

用
い
た
美
の
表
現
は
、
幽
婚
譚
に
は
見
當
ら
な
い
。

こ
れ
は
、
亘
靦
的
に
は
、
六
朝
か
ら
唐
代

へ
の
小
詭
の
變
容
の
一
例
と
捉
え
ら

れ
よ
う
が
、
幽
婚
譚
と
の
比
較
に
お
い
て
は
、
や
は
り
、
辭
賦
の
影
響
を
認
め
得

る
。
前
野
直
彬
氏
は
、
躰
人
相
戀
譚

の
文
獻
上
の
組
を

『楚
辭
』
九
歌
に
求
め
ら

ハお
り

れ

「禪
人
相
戀
と
い
う
観
念
の
非
常
に
古

い
形
が
、
こ
こ
に
發
見
さ
れ
る
」
と
説

か
れ
て
い
る
。
既
邇
し
た
河
伯
の
娘
と

の
婚
姻
譚
も
、
水
禪
河
伯
の
傍
系
と
考
え

ハロ
ロ

れ
ば
、
そ
の
租
は
、
九
歌
の

「河
伯
」

に
溯
及
し
得
よ
う
。
さ
ら
に
、
「高
唐
賦
」

「祚
女
賦
」
「
洛
神
賦
」
な
ど
の
辭
賦
と
同

一
主
題

の
下
、
何
ら
か
の
關
連
を
有
し

て
い
た
に
蓮
い
な
く
、
そ
の
影
響
の

一
を
、
女
性
美
の
表
現
に
求
め
ら
れ
る
。
織

ハゆ
り

女
の
着
衣
描
寫
は
、
「洛
瀞
賦
」
で
描

か
れ
た
慮
妃
の
衣
裳
の
亞
流
と
い
え
よ
う
。

ま
た
、
雲
英
の
美
貌
は

「榊
女
賦
」

の

「貌
豊
盈
以
莊
妹
兮
、
苞
温
潤
之
玉
顔
。

ハお
ロ

眸
之
炯
其
精
朗
兮
、
瞭
多
美
而
可
觀
。
眉
聯
娟
以
蛾
揚
兮
、
朱
脣
的
其
若
丹
」
の

饒
舌
な
形
容
に
瞰
う
べ
く
も
な
い
淋
、
顔

の
部
分
を
、
各
々
比
喩
を
交
え
て
描
寫

す
る
手
法
は
、
こ
う
し
た
辭
賦
の
傳
統

に
則

っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
よ
う

に
、
恐
ら
く
、
騨
話
、
祭
祀
、
民
間
歌
謠
を
源

と
し
、
文
獻
上
で
は
、
『
楚
辭
』

九
歌
を
租
と
す
る
瀞
婚
譚
の
瀞
女
は
、

そ
れ
ら
の
表
現
に
則

っ
て
、
鬼
女
よ
り
も

美
し
く
、
よ
り
紳
秘
的
に
描
寫
さ
れ
る

の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
幽
婚
譚
と
紳
婚
譚

は
、
そ
の
淵
源
を
異
に
し
な
が
ら
も
、
死

と
い
う
概
念
に
よ

っ
て
結
び
つ
き
、
神

女
の
中
に
、
天
性
で
は
な
く
、
本
來
夭
折

六
朝
唐
代
に
お
け
る
幽
婚
譚
の
登
場
人
物

し
た
女
性
で
あ

っ
た
新
し
い
紳
女
を
生
み
出
し

た
。
「非
人
非
鬼
一
と
い
う
不
確

定
の
間
隙
を
縫
う
よ
う
に
し
て
現
わ
れ
た
も
う

一
つ
の
幻
想
と
は
、
死
者
の
み
な

ら
ず
、
生
者
を
も
癒
し
慰
藉
す
る
た
め
に
、
夭
折
の
女
性
を
美
化
し
、
禪
秘
化
し

た
形
象
を
創
り
上
げ
る
こ
と
で
は
な
か

っ
た
ろ
う
か
。
そ
の
遏
程
で
兩
譚
は
、
限

り
な
く
近
づ
い
て
い
く
。
こ
と
に
、
傳
承
の
新
し
い
話
型
皿
に
お
い
て
は
、
相
似

的
と
も
い
え
る
話
溺
見
出
せ
る
。
鬼
女
は
、
紳
女
的
要
素
を
取
り
入
れ
ら
れ
、

一

方
、
紳
婚
譚
に
は
、
階
級

(聖
性
)
の
低
い
神
女
が
登
場
す
る
。
本
來
、
夭
折
し

た
死
者
で
あ

っ
た
こ
れ
ら
の
騨
女
は
、
そ
の
幻
想
が
創
り
上
げ
た
表
象
に
他
な
ら

な
い
と
い
え
よ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
六
朝

・
唐
代
に
お
け
る
幽
婚
譚
の
登
場
人
物
を
考
察
し
、
鼬

婚
譚
と
の
比
較
に
よ

っ
て
、
次
の
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。

鬼
女
と
契
り
を
結
ぶ
人
間
の
男
は
、
紳
女
の
相
手
と
同
樣
、
本
來
、
巫
覡
で
あ

っ
た
蓋
然
性
が
高
い
。
彼
は
、
墓
前
で
、
冥
婚
祭
禮
を
擧
行
し
(1
)
、
亡
妻
の
招

魂
を
行
う

(皿
)
巫
覡
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
墓
中
で
の
婚
禮
を
展
開
す
る

話
型
1
は
、
冥
婚
に
基
く
物
語
り
と
い
え
よ
う
。
話
型
1
に
は
、
傳
聞
に
よ
り
近

い
第

一
次
譚
と
、
神
婚
譚
1
と

モ
チ
ー
フ
を
共
有
す
る
第
二
攻
譚
が
見
ら
れ
た
。

ま
た
、
鬼
女
と
瀞
女
と
の
比
較
分
析
に
よ
っ
て
、
二
者
と
も
に
、
本
來
は
、
夭
折

し
た
女
性
で
あ

っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
幽
婚
譚
と
紳
婚
譚
の
距
離
は
、
限

り
な
く
近
づ
い
て
い
く
。
と
り
わ
け
、
傳
承
の
新
し
い
話
型
皿
ば
、
紳
婚
譚
と
の

深
い
關
連
が
認
め
ら
れ
た
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
幽
婚
譚
生
成
過
程
を
、
次
の
よ

う
に
推
考
で
き
よ
う
。
冥
婚
習
俗
か
ら
、
話
型
1
の
第

一
次
譚
が
生
ま
れ
、
御
婚

譚
と
の
關
わ
り
を
經
て
、
第
二
次
譚
が
成

っ
た
。
そ
れ
と
相
前
後
し
て
、
夭
折
の

女
性
を
美
化
し
、
紳
秘
化
す
る
こ
と
で
、
話
型
皿
と
、
新
し
い
紳
女
像
と
が
創
逍

さ
れ
た
の
で
あ
る
。

一
一
一九
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幽
婚
譚
と
禪
婚
譚
、
各

々
そ
の
淵
源
を
異

に
し
な

が
ら
も
、
死
と
い
う
概
念

が
、
兩
譚
を
結
び
つ
け
、
夭
折
者

へ
の
悲
歟
と
哀
悼
が
觸
媒
と
な

っ
て
、
相
互
に

影
響
を
及
ぼ
し
、
兩
譚
の
類
似
性
と
獨
自
性
演
、
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
魂
魄

が
、
死
後
、
天
と
地
に
別
れ
て
歸

っ
て
行
く
よ
う
に
、
幽
婚
譚
と
肺
婚
譚
は
、
夭

折
者
の
死
と
い
う
概
念
の
、
陰
謁
と
陽
窗
と
し
て
、
形
象
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

こ
の
ほ
か
の
登
場
人
物

に

つ
い
て

は
、
紙
幅
の
都
合
で
、
言
及
し
得
な
か
っ

た
。
殊
に
、
話
型
1
の
、
人
間
の
男
性
を
娘
の
家

へ
先
導
す
る
存
在
は
、
青
衣
、

少
年
、
動
物
、
い
ず
れ
も
曰
く
有
り
氣

で
あ
る
。
ま
た
、
幽
婚
譚
生
成
過
程
に
關

し
て
は
、
新
た
な
覗
點
に
よ
る
紳
婚
譚
と
の
比
較
考
察
を
通
し
て
、
さ
ら
に
檢
證

す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

注(
1
)

「
六
朝

・
唐
代
に
お
け

る
幽
婚
騨

に

つ
い

て
」

(『
竹

田
晃
先
生
退
官
記
念
東
ア
ジ

ア
文
化
論
叢

』
汲
古

書
院

一
九

九

一
・
六
)

(
2
)

日
本
昔
話

で
い
う
婿
入
婚

(
1
)
と
嫁
入
婚

(
皿
)

に
相
當
す

る

(關
啓
吾

『
昔

話

の
構
造
』
關
啓
吾
著
作
集

5
民
話
皿
な
ど
參
照
)
。

(
3
)

神
婚
譚
に
は
、
瀞

同
士
の
婚

姻
も
含
ま
れ
る
が
、

拙
驗
で
は
蜀
象

と
し
な
い
。
ま

た
、
男
脾
と
人
間

の
女
性
と

の
交
婚
も
、
必
要
な
場
合
に
限
り
言
及
し
、
主

に
、
神

女

と
人
間
の
男

性
と

の
契
り
を
考
察
す

る
。

(
4
)

騨
婚
譚
も
、
人
間

の
男
が
、
神
女

の
世
界

へ
入

っ
て

い
く
婿
入
婚
ー

話
型

1
と
、

鼬
女
が
降
臨
す

る
嫁
入
婚
ー
話
型
皿
に
大
別

し
た
。

(5
)

『
太
準
廣
記
』

は
、
明

の
談
榿
本
を
底
本

と
し

た
中
華
書
局
刊
本

(
一
九
六

一
)
。

謝
は
卷
數
、

1
は
卷

内
通

し
番
號
。
以
下
、

A
!
B

の

標
記

は
、
皆

『
太
夲
廣
寵
』

所
收

の
話

で
あ

る
。

(
6
)

『
古
小
読
鉤
沈

』
所
收
。

第
二
五

一
條

一
三
〇

(
7
)

澤
田
瑞
穂

「
禪
婚
傳
説
」

(『
中
國

文
學
研
究
』
第

一
期
、
昭
和
五
十

・
十
二
)

な

ど
參
照
。

(
8
)

『
太
罕
廣
記
』
收
録

の
話

に
限
る
と
、
瀞
婚
譚

1
に
屬
す

の
は
、

61
/
7
、

69
!
2
、

69
/
3
、

蹴
/
5
、

獅
!
4
、

脚
/
1
。

(
9
)

前
掲
論

文

(
1
)

に
お

い
て
、
冥
婚
は
、

若
年
死
者

を
成
人
と
し
て
、
先
租

の
組

廟

に
埋
葬
す

る
た
め
の
通
過
儀
禮

で
あ
り
、
そ
れ
を
行
う
ま
で
は
、
屍
は
假
葬
賦
態

(
「寄

埋
」
注

(
45
)
參
照
)

に
置
か
れ
る
と

い
う
死
靈
葬
喪
觀

を
記
し
た
。

(
10
)

現
行
本

に

は

無

く
、
今
、
李
劍
國
輯
釋

『唐
前
志
怪
小
諡
輯
釋
』

(上
海
古
籍
出

版
瓧

一
九

八
六

・
十
)
中
諸
本
を
校
定
し
た
篇
に
撮

る
。

(
11
)

王
國
良

『
續
齊
諧
記
研
究
』

(文
史
哲
出
版
瓧

一
九
八
七

・
十
二
)
校

定

の

テ

キ

ス
ト
に
撮
る
。

(
12
)

青
溪
廟

は
、
南
京

の
東
北
に
在
り
、
廟
瀞

は
、
青

溪
小
姑
。
奥

の
縣
尉
、
購
子
文

が
、
死
後
、
碑
格
化

さ
れ
、
蒋
侯
騨
と

な

る

が
、
小

姑
は
そ

の
三
番

目
の
妹
。
『
異

苑
』
卷
五
、

『捜
騨
後
記
』
卷
五
に
見
え
る
。

(
13
)

以

下
に
引

く
の
は
、
す
ぺ
て
二
十
卷
本
。

(『
津
逮
秘
書
』
第
十

一
集
)

(
14
)

そ
れ
を
逆

用
し
て
、
唐
、
意
瑠

『
周
秦
行
紀
』
は
牛
僣
孺

を
中
傷
し
た
作

と
い
わ

れ
る
。

(
15
)

例
え
ば
、
仙

人
寇
先

は
茘
枝
を
植
え
る

の
を
好
み
、
務

光
は
、
菖
蒲
や
韮
を
栽
培

し
た
。

(『
列
仙
傳
』
卷
上
)

(
16
)

澤
田
瑞
穂
前
掲
論
文
(
7
)
、
小
南

一
郎

『
中
國

の
聯
話
と
物
語
り
』
第
四
章
第
三

節

(岩
波
書
店

一
九
八
四

・
二
)
、

中
鉢
雅
量

『
中
國

の
祭

祀

と

文

學
』
第
E
部
第

一
章

(創
文
計
二

九
八
九

・
十
)

(
17
)

『
水
經
注
』
卷
三
九

の
記
述
を

引

い

て
、
曹
著

は
廬
山

の
紳
の
代
言
者

で
あ

っ
た

と
説

か
れ
る
。

(
18
)

前
掲
害

(
16
)
二
八
二
～
三
頁
。

(19
)

『
六
朝
史
研
究

・
宗
激
篇
』
第
十
三
章

(罕
樂
寺

書
店

一
九
六
四

・
三
)

(
20
)

竹

田
晃

「
〈
杜
蘭
香
醗
話
〉
に

つ
い

て
」

(『
東
方
學
二
五
周
年
記
念
詮
文
集
』

一



九
七
二
)
參
照
。

(
21
)

『
後
漢
書
』
卷
八
十
二
上
、
方
術
列
傳
。

(
22
)

「
馬
士
良
」

(69
/
2
出
逸
史
)
、

「薛

昭
」

(
『傳
奇
』
)
な
ど
。

(
23
)

『
中
國
小
醗
史
考
』

江
、
第

一
章
憩
女

と
の
結
婚
、
九
三
頁
。

(秋
山
書
店

一
九
七

五

・
十
)

(
24
)

「
楊
林
」
(嬲
/
3
出
幽
明
録
)
、
「
王
御

念
傳
」

(
『梁
書
』
卷
三
九
)
な
ど

に
、
そ

の

存
在
が
認
め
ら
れ
る
。

(
25
)

梓

州
郊
外

の
張
飛
廟

に
、
衛
士
の
土
偶
が
あ
り
、
あ

る
晩
、
廟
祝

の
妻
が
感
應

し

て
妊
娠
し
、
衛
士
そ

っ
く
り

の
女
子

を
生
ん
だ
と

い
う

(
鵬
/
11
出
野
人
聞
話
)
。

こ

の
例

は
、
男
女
逆

の
場
合
で
あ

る
が
、
御
女
像
と
廟
巫

の
交
婚
の
可
能
性
を
示
唆
し

て
い
よ
う
。

(
26
)

序
篇

二
、

∬
、

中
國
郷
村

の
巫
師

と
道

士
、

四
十
頁
。

(東
京
大
學
出
版
會

一
九

九

三

・
三
)

(
27
)

宮
川
倚
志
前
掲
書

(
19
)
第
十
三
章
三
、
南
北
朝

の
巫
者
。

(
28
)

『
幽
明
録
』
第
八
二
條
。

(
29
)

唐

の
高
宗

の
時

の
巫
祝
劉
門
奴
は
、
漢

の
楚
王
戊

の
太
子
の

幽

鬼

と
、
『
漢
書
』

を

め
ぐ
る
會
話
を
し
、
太
子

の
邏
墓

の
願

い
を
帝
に
傅

え

た

(『
太
卒
御
覽
』
卷
七

三
五
出
兩
京
記
)
。

(
30
)

『
捜
紳
記
』
卷

二

「李
少
翁
」

な
ど
。

(
31
)

『
南
史
』
卷

十

一
后
妃
上
。

(
32
)

『
舊
小
読
』

乙
集
六

に
、
「唐
、
闕
名
」
と

し
て
、
本
篇
も
含
め
て
三
則
收
録
さ
れ

て

い
る
。

(
33
)

唐
、
陳

邵
撰
。
『
舊
小
観
』

乙
集

三
に
、
十
四
則
收

め
ら

れ

る
が
、
本
篇
は
見
え

な

い
。

(
34
)

『
捜
禪
記
』
卷
十
六
。

(
35
)

(
36
)

前
掲
書

(
16
)
第
皿
部
第

一
章
二
二
〇
～
二
頁
。

『
古
今
既
海
』
醗
略
部
雜
記
家
所
收
。

六
朝
唐
代
に
お
け
る
幽
婚
譚

の
登
場
人
物

(
37
)

『
東

ア
ジ
ア
の
民
族
宗
激
』
第
五
篇

第
四
章
五
二
九
頁
(吉
川
弘
文
館

一
九
八
七

・

四
)

(
38
)

『
租
靈
祭
祀
と
死
靈
結
婚
ー

日
韓

比
較
民
族
學

の
試

み
』
第
五
章

一
七
二
頁
(人
文

書
院

一
九
九
〇

・
九
)

(
39
)

卷
二
闥
閭
内
傳

(『
古
今
逸

史
』
所
收
)
呉
王
闔
閭
の
娘
滕
玉

は
、
楚

と

の
戰
爭

前

の
會
食
で
、
王
が
孕
分
食
べ
た
魚

を
與
え
た

こ
と
を
、
侮
辱
さ
れ
た
と
怨

み
、
自

殺

し
た
。

(
40
)

『
録
異
傳
』

(『
古
小
醗
鉤
沈
』
所
收
第
九
條
)
、
そ
の
婁
が
後
任

の
太
守
の
所

に
現

わ
れ
、
契
り
を
交
す
。

(
41
)

「
張
果
女
」

(鋤
!
1
)
、

「劉
長
史
女
」

(鋤
!
9
)

(出
廣
異
記
)
。

(
42
)

郭
彖

『
屡
車
志
』
卷

四
、
『
古
今
読
海
』
所
收
。

(
43
)

「
酣
馬
都
尉
」

(『捜
騨

記
』
卷
十

六
)

(
"
)

『支
那
騨
話
傳
説
研
究
』
三
九
三
-
四
四
四
頁
。
中
央
公
踰
瓧
、

昭

和

十
八

・
十

一
。

(45
)

若
年
死
者
の
屍
を
、
本
墓

の
粗
攻

に
埋
葬

し
な

い
で
、

田
地
の
角
地
に
假
葬
す

る

こ
と
。
内
田
智
雄

『
中
國
農
村
の
家
族
と
信
仰
』
「
冥
婚
考
ー
死
屍

の
結
婚

習

俗

に

つ
い
て
ー
」
(清
水
弘
文
堂

一
九
七
〇
)

(
46
)

「
劉
子
卿
」
(
鸚
/
19
)

の
紳
女

は
、
廬
山
康
王
廟
の
泥
塑
、
「蕭
嶽
」
(
嬲
!
5
)

は
、

季
子
廟
中

の
聯
像
な
ど
。

(
47
)

撰
者

、
時
代
と
も
不
明
。
『
太
卒
廣
記
』
に
十
條
引

か
れ

る
が
、

み
な
南
北
朝
を

舞
臺

に
し
て
い
る
。

(
48
)

『
太
夲
御
覽
』
卷
九

一
=

出
廣
異
記
、
『
山
海
經
』
北
次
三
經

「發
鳩
之
山
」
な
ど
。

五
代
蜀
、
杜
光
庭

『
塘
城
集
仙
録
』
卷
三
に
は
、
夭
折

の
事
實

は
無

い
。

(
49
)

『
太
李
御
覽
』
卷
三
九
九

の
引
く

『
襄
陽
髻
舊
傳
』
、
唐
、
余
知
古

『
渚
宮
舊
事
』

卷

三
な
ど
、

い
ず
れ
も

「
瑤
姫
」
と
な

っ
て
お
り
、
「
瑤
」
が
要
當

で
あ
ろ
う
。

(
50
)

前
掲
書

(
16
)
第

四
韋
第
二
節
、
引

用
は
二
六
八
頁
。

(
51
)

中
華
書
局

一
九

八

一
・
一
、
第
五
五
條
。

;

=



日
本
中
國
學
會
報

第
四
十
八
集

(
52
)

卷
十
、

「求
冥
婚
」

(『
學
海
類
編
』
所
收
)

(
53
)

前
掲
諭
文
(
1
)
第
二
章

で
、
六
朝
唐
代
各

々
三
例
を
擧
げ
た
が
、
皆
、
若
年
死
者

同
士

の
合
葬

で
あ
る
。

(
54
)

「李

佐
時
」

跚
!
2
、
「
李
伯
禽
」
靄
!
5
、
「
楊
鑢
」
餾
/
1
。

(
55
)

蹣
/
7
、

謝
!
6
、

鵬
/
5
、

謝
/
2
、
蹴
/
-
。

(
56
)

「
嵩
岳
嫁
女
」

(
50
!
1
)

で
は
、
二
入
の
文
人
が
、
神

仙

た
ち

の
寡
に

招

か
れ
、

「薫
髓
酒
」
を
供
さ
れ
る
が
、
飮
み
終

え
る
と
、
「
呼
吸
皆
異
香
氣
」

と
あ

る
。
郎

ち

「
異
香
」
と
は
、
酒

に
類
す
る
瀞
仙

の
飮
料
と
關
連
が
あ
る
と
、
推

察
で
き

よ
う
。

(
57
)

唐
、
裴
翻

『
傳
奇
』
中
、
南
海
神

の
娘
と
結
婚
す
る
張
無
頗
の
話

な
ど
。

(
58
)

唐
、
段
成
式

『
酉
陽
雑
爼
』
前
集
卷
二
。

(
59
)

「李
仲
文
女
」

(『
捜
祕
後
記
』
卷
四
)
、

郷
!
9
、

覦
/
1
な
ど
。

(
60
)

68
!
1
出
靈
怪
集
。

(
61
)

「衣
玄
繪
之
衣
、
曳
霜
羅
之
破
、

戴
翠
翹
鳳
凰
之
冠
、
躡
瓊
夊
九
章

之
履
。
」

(
62
)

「露
裏
瓊
英
、
春
融
雪

彩
、
臉
欺

膩
玉
、

鬢
若
濃
雲
、

嬌
而
掩
面
蔽
身
、

雖
紅
蘭

之
隱

幽
谷
、
不
足
比
其
芳
麗

也
。」

(
63
)

前
…坦弼
書

(
23
)
七
亠ハ
頁
。

(64
)

こ
の
篇

に
關
し

て
は
諸
醗
あ
る
が
、
藤
野
岩
友

『
巫
系

文
學
論
』
帥
舞
劇

二

「
〈
河

伯
〉

は
河
伯
娶
婦

の
事
を
詠

じ
た
も

の
」

(
一
五
二
頁
)

と
解
す

る
。

(65
)

「披
羅
衣
之
瑠
粲
兮
、

珥
瑤
之
華
据
。

戴
金
翠
之
首
飾
、

綴
明
珠
以
耀
龜
、

踐
遽

遊

之
丈
履
、
曳
霧
繪
之
輕
裾
」

(『
文
選
』
卷
十
九
)

(66
)

『
文
選
』
卷
十
九
。

=
二
二


